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１ 開会の日時   平成３０年５月２３日（水） 

                午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時   平成３０年５月２３日（水） 

                午後２時２３分 

 

３ 招集の場所   市民交流プラザふくちやま 視聴覚室 

 

４ 出席委員の氏名 端 野  学 

          倉橋  德彦 

          塩見 佳扶子 

          和田  大顕 

          大槻  豊子 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長             田 中  悟 

     教育委員会事務局理事       森 山  真 

     次長兼教育総務課長        藤田  一樹 

     教育総務課担当課長        貴田  直子 

     次長兼学校教育課長        小田  浩二 

     学校教育課総括指導主事      井上  雅道 

     学校給食センター所長       外賀  眞二 

     次長兼生涯学習課長        﨑山  正人 

     中央公民館長           佐々木 和美 

     図書館長             浅田  久子 

 

 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     次長兼教育総務課長        藤田  一樹 

  



 

７ 議事及び議題 

    別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

    別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

    議第３号  原案どおり可決、承認 

    議第４号  原案どおり可決、承認 

    議第５号  原案どおり可決、承認 

    議第６号  原案どおり可決、承認 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 
 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長              

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長             

  



 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

  端野教育長が開会を宣告。 

 

  端野教育長  次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請 

         がありましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

  全委員    異議なし。 

 

  端野教育長  許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

  端野教育長  前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。 

 

  全委員    異議なし。 

 

  端野教育長  それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

         あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

  端野教育長から以下の報告がありました。 

  （１）市議会 教育厚生委員会委員長、副委員長の交代 

   ５月１１日 臨時議会にて選任 

    ○委員長   中嶋 守 議員 

    ○副委員長  塩見 聡 議員 

  ５月１１日、市議会臨時議会が開催され、新たに教育厚生委員会委員長に中嶋守議 

  員さん、副委員長に塩見聡議員さんが選任され、過日、教育委員会事務局に御挨拶 

  に見えました。課長級以上の職員が、それぞれ自己紹介させていただき、今後のお 

  願いをさせていただきました。 

 

  （２）セクシャル・ハラスメント等の根絶に向けた取組の実施について 

   セクシャル・ハラスメント等の根絶に向けて 

   ＝信頼される教職員であるために＝ 平成２９年６月 京都府教育委員会 

   「教職員の服務規律の確保については、これまでからの通知や各種啓発資料によ 

   り徹底を図るとともに、機会あるごとに注意喚起してきたところです。特に教職 

   員によるセクシャル・ハラスメントやわいせつ事象は、被害者となった児童生徒 

   や教職員の人権を著しく侵害する行為であるだけでなく、教職員としてはもとよ 

   り、まず社会人として決して許されない行為であり、教育全体への信用を大きく 

   失墜させることになります。」 

    ○研修の実施 

    ○チェックシートを活用 

    ○チェックシートの回収により傾向や課題の把握の上、適切な指導と対応 

  新聞報道等でありましたが、セクハラについて学校教員の中で次々と起こり、府教 

  委も躍起になっておりましたが、その最中に宮津高等学校伊根分校の２０代の男性 

  教諭がカメラを設置したということで、またそういうことが起こりました。次々と 



  起こることから、さらに教職員への指導や研修が必要であり、セクハラ等の根絶に 

  向けた取組の実施についてということで、府教委から「セクシャル・ハラスメント 

  等の根絶に向けて＝信頼される教職員であるために＝」が平成２９年６月、平成３ 

  ０年５月一部改正として、研修資料が作成されています。参考資料として、チェッ 

  クシートがありますが、これらを使用して研修し、チェックシートを回収するなど、 

  後の活用もあるようです。 

  教職員の服務規律の確保については、これまでからの通知や各種啓発資料により徹 

  底を図るとともに、機会あるごとに注意喚起してきたところです。特に教職員によ 

  るセクシャル・ハラスメントやわいせつ事象は、被害者となった児童生徒や教職員 

  の人権を著しく侵害する行為であるだけでなく、教職員としてはもとより、まず社 

  会人として決して許されない行為であり、教育全体への信用を大きく失墜させるこ 

  とになります。研修の実施、チェックシートの活用、チェックシートの回収により、 

  傾向や課題を把握の上、適切な指導と対応ということで、最終的には９月ごろまで 

  にチェックシート等の提出を求めるとして、各学校で研修や指導が行われる予定に 

  なっております。現在、学校訪問をしておりますが、その中の連絡事項のひとつと 

  して、理事からセクハラ防止についての研修をということで、加えてお願いをして 

  いるところです。 

 

  （３）「京都府いじめ防止基本方針」の改訂（平成３０年４月） 

   ※別紙 

   ※昨年３月に新しくなった国の基本方針に合わせ、けんかやふざけ合いでも背景 

   にいじめがないか注意を必要とし、いじめが解消したと判断する要件を厳格にし 

   た。不登校の児童や生徒が教育を受ける機会を確保することも独自に盛り込んだ。 

  平成２６年４月に京都府いじめ防止基本方針が策定され、国、府、市、各学校とあ 

  りますが、学校の方針の見直し、本当に機能しているのかということで、手直し等 

  も若干入れた時期がありました。 

  今回、国の基本方針、特にいじめの定義等がこれまでとは変わったことを含め、そ 

  れに合わせて、京都府いじめ防止基本方針も改定をしました。けんかやふざけ合い 

  でも背景にいじめがないか、注意を必要とし、いじめが解消したと判断する要件を 

  厳格にしました。不登校児童生徒が教育を受ける機会を確保することも盛り込んだ 

  ということです。 

  京都府いじめ防止基本方針の目次を御覧ください。 

  第２「いじめの防止等のための京都府の対応」の２の（４）「いじめ防止対策推進法 

  に基づく取組状況の把握、検証」とありますが、今回「指導・助言等」が入ってお 

  ります。 

  第３の２「学校におけるいじめの防止等の対策のための組織」の（１）から（４） 

  までは、新たに入っております。 

  ３「学校におけるいじめの防止等に関する措置」の（５）いじめの解消は、新たに 

  入っております。（７）「インターネットやスマートフォン等を利用したいじめ」に 

  ついては「携帯電話」が「スマートフォン」に変わっています。（８）地域との連携 

  は、新たに入っております。 

  目次に合わせ、内容についても加わったものや改定が加えられたものになり、新た 

  な基本方針が出されました。したがいまして、市の方針や各学校の方針等について 

  も、合わせて改定を加えることになります。今後、人権教育主任会議等で、担当指 

  導主事から指示やお願いをさせていただき、各学校のものを把握していくことにな 

  るかと思います。 

  各学校において、本当にいじめの防止として機能したものになっているのか、策定 

  したものが、すぐに本棚に入るのでは意味がありませんので、教育課程編成資料、 



  教育計画の提出と合わせて出していただき、教育計画そのものにとじ込み、手元に 

  置いて検証等ができる状況に持っていくとしておりますが、なかなか機能しない場 

  合もありますので、そういったことも防ぐということをあわせまして、今回、改定 

  がありました。 

  以上３点報告しましたが、御質問、御意見はありませんか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   それでは、次に議題に入ります。 

 

４ 議事 

 （１）議第３号 （統合小学校の校名及び小中一貫教育校の愛称名について） 

 端野教育長   「統合小学校の校名及び小中一貫教育校の愛称名について」説明を 

         お願いします。 

 

 貴田教育総務課担当課長   ～資料に基づき説明～ 

         議第３号「統合小学校の校名及び小中一貫教育校の愛称名について」 

         御説明いたします。 

         資料につきましては、会議案２ページから３ページまでとなります。 

         校名は、福知山市立三和小学校、愛称名は、三和学園とさせていた 

         だいております。 

         平成３０年５月１日に、細見小学校と菟原小学校を統合して、新た 

         に誕生する小学校の校名並びに小中一貫教育校の愛称名について、 

         （仮称）三和学園設立準備委員会会長名の進達文書を、樋口事務局 

         長が教育委員会事務局にお持ちになり、端野教育長にお受けいただ 

         いたものでございます。 

         内容につきましては、校名として「福知山市立三和小学校」となっ 

         ております。経過にもありますが、去年、８月３０日開催の（仮称） 

         三和学園設立準備委員会第２回総務部会において、統合した小学校 

         の校名について審議がなされました。三和地域がこれまで歩んでき 

         た歴史を鑑み、２小学校が統合した名称に、三和の名前を入れ、三 

         和小学校とすることが決定されました。 

         さらに、９月２９日開催の（仮称）三和学園設立準備委員会第２回 

         総会におきましても、同内容の議案が承認されたところでございま 

         す。 

         つきましては、（仮称）三和学園設立準備委員会で選定されました新 

         しい小学校名「三和小学校」につきまして、教育委員会基本規則第 

         ７条第１項第３号の学校その他の教育機関の設置及び廃止に関する 

         ことに該当しますので、教育委員会として、校名案を決定いただき 

         たく、議案として提出をさせていただきます。 

         なお、この小学校名につきまして、本日決定をいただきましたら、 

         ６月議会におきまして、福知山市立学校設置条例の一部改正につい 

         ての条例改正案を提案させていただき、学校名として、今後正式な 

         決定がなされると見込んでおります。 

         また、愛称名として「三和学園」となっております。経過にもあり 

         ますが、去年、９月２９日開催の（仮称）三和学園設立準備委員会 

         第２回総会におきまして、まず、三和地域の新しい小中一貫教育校 

         の愛称について、公募することが決定されました。これを受けまし 



         て、１０月中に三和地域の児童、生徒、保護者、三和地域に住んで 

         おられる方を対象に募集いたしまして、９６通、６２作品の応募が 

         ございました。 

         １１月１６日開催の（仮称）三和学園設立準備委員会第５回総務部 

         会におきまして、得票数が最も多かったこと、夜久野学園に続く小 

         中一貫校であること、また、シンプルで奇をてらわず、長く定着す 

         ることから、愛称に選定をされたところでございます。 

         なお、この「三和学園」という名称が１４票を集め、最も得票数が 

         多かったということでございます。 

         今年、２月９日開催の（仮称）三和学園設立準備委員会第３回総会 

         におきまして、同内容の議案が承認されたところでございます。 

         愛称につきましては、法的な定めがございませんが、今後、小中一 

         貫教育校としてのいろいろな取り組みの中で、三和学園という名称 

         を夜久野学園と同様に使っていかれたいという思いがございますの 

         で、教育委員会に進達をされました。本日、決定をいただきました 

         ら、５月２８日に開催を予定しております第４回総会の中で、（仮称） 

         をとり、三和学園設立準備委員会として組織名の変更を行い、三和 

         地域の小中一貫教育校のイメージとして地域に親しんでいけるよう、 

         たより等で積極的に啓発を行っていきたいと考えております。 

         以上、概要説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 端野教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   議第３号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

 全委員     異議なし。 

 

 端野教育長   それでは、異議がないので可決承認いたします。 

         次に、議第４号「福知山市立中学校に係る部活動指導の方針につい 

         て」説明をお願いします。 

 

 （２）議第４号 （福知山市立中学校に係る部活動指導の方針について） 

 小田次長兼学校教育課長    ～資料に基づき説明～ 

         「福知山市立中学校に係る部活動指導の方針について」御説明いた 

         します。 

         資料につきましては、会議案４ページから１０ページまでとなりま 

         す。 

         前回の教育委員会会議におきまして「教職員の早退勤デー」及び「ノ 

         ー部活デー（部活動休止日）」の実施について御報告を申し上げたと 

         ころでございます。 

         平成３０年３月にスポーツ庁から「運動部活動の在り方に関する総 

         合的なガイドライン」が策定され、京都府教育委員会においては、 

         このガイドラインを踏まえ、平成３０年４月２０日に「京都府部活 

         動指導指針」が策定されたところです。 

         国のガイドラインでは、市町村教育委員会はガイドラインに則り、 

         都道府県の方針を参考に「設置する学校に係る運動部活動の方針」 



         を策定するということを明示しております。 

         さらに、ガイドラインでは、校長は教育委員会策定の方針に則り、 

         学校における部活動に係る活動方針を策定することが示されており 

         ます。 

         これらのことから、今回「福知山市部活動指導方針」の策定につい 

         て委員の皆さまにお諮りするものでございます。 

         ６ページを御覧ください。 

         指針の中身につきましては、まず「はじめに」の部分でございます 

         が、ここでは部活動の意義について、教育課程外ではあるものの仲 

         間や教師と共に活動を重ねることで、さまざまな力を育成する貴重 

         な教育の場であることを記載しております。 

         また、教員の長時間勤務を背景として国や府の方針が策定されてき 

         た動きについて言及する中で、この部活動指導指針を策定すること 

         により、生徒の学校と家庭での生活がバランスよくとれるよう配慮 

         し、持続可能な部活動の運営体制を整えていくとともに、教員の健 

         康管理や教育の質の向上に寄与していく旨を記載しております。 

         ７ページを御覧ください。 

         目次でございます。全体の構成につきまして、御確認いただきたい 

         と思いますが、まず「部活動指導の方針」ということでの位置づけ、 

         次に「部活動の意義」として「１ 練習時間・休養日の設定等」「２ 

         適切な指導にあたって」「３ 外部指導者との関係」「４ 運営体制 

         の４項目で構成しております。 

         ８ページを御覧ください。 

         「部活動指導の方針」ですが、この方針は福知山市立中学校の部活 

         動全体に係る指導方針としております。 

         次に「部活動の意義」について、部活動は、学校教育活動の一環と 

         して適切に実施されることにより、生徒に自主性、協調性、責任感、 

         連帯感等が育成できる貴重な教育の場であると説明しております。 

         まず、１点目「練習時間・休養日（休止日）の設定等」でございま 

         す。 

         すでにノー部活デーとして、前回、御説明させていただいた内容が 

         主でございます。年間を通じまして、週当たり２日以上の休養日（学 

         期中は、平日に少なくとも１日、土日で少なくとも１日以上）を設 

         定するものです。 

         ９ページを御覧ください。 

         部活動の活動時間について、１日の活動時間は、長くとも原則、平 

         日では２時間３０分以内、学校休業日及び長期休業中は３時間３０ 

         分以内としています。 

         また、市の中体連主催の大会にかかわります特例措置として記載し 

         ておりますが、福知山市独自のものになってこようかと思いますが、 

         この大会の関係につきましては、大会実施日の４週間前から、週当 

         たり１日以上の休養日を設けることとしています。練習との兼ね合 

         いで、こういった措置をとる形で設定をしております。この部分に 

         つきましては、既に４月から本格実施として、各学校において実施 

         いただいているところでございますが、市の指導方針として明示を 

         するものです。 

         次に２点目「適切な指導にあたって」でございます。 

         この部分については、生徒の自主性を基盤においた適切な活動を進 



         めることを一つの柱としまして、体罰やハラスメント等の防止、安 

         全管理と事故防止についての方針を記載しています。（１）「体罰や 

         ハラスメント等の防止」では、人権尊重と信頼関係に基づき体罰や 

         ハラスメントが絶対に起きないよう徹底を図ること。（２）「安全管 

         理と事故防止」では、事故等の防止に万全を期すとともに事故等の 

         発生時には対応マニュアル等に基づき迅速に対応することを明示し 

         ています。 

         １０ページを御覧ください。 

         次に３点目「外部指導者との関係」でございます。 

         外部指導者に部活動の指導を依頼する場合のていねいな連携のあり 

         方について、記載をしております。 

         次に４点目「運営体制」でございます。 

         （１）「学校全体の部活動マネジメント」では、学校全体として部活 

         動をマネジメントしていくため、校長が果たしていくべき役割を記 

         載しており、市の指導方針に則り、各学校で部活動の方針を定める 

         としております。 

         （２）「家庭及び地域との連携」では、部活動の実施について保護者 

         や地域への説明責任を果たし、理解や協力を得ていくことを明示し 

         ております。 

         以上が、市立中学校に係る部活動指導の方針の概要でございます。 

         内容につきましては、先ほど申し上げました国のガイドライン、京 

         都府の指針に沿う形で、市としてまとめたものでございます。 

         なお、冒頭にも少し触れましたとおり、この指導指針を策定したの 

         ち、各中学校において、学校としての部活動指針を、８月末をめど 

         に策定する予定で考えております。 

         以上でございます。どうかよろしく御審議をお願いいたします。 

 

 端野教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

 倉橋委員    今、求められている方向性という点では、妥当といいますか、内容 

         的には異議のないところです。私も部活が嫌いではなかったほうで 

         すので、特例措置というのも理解できるところです。  

         市の大会は４週間前から始めて、勝ち上がりますと、８月の２０日 

         前後が全国大会の最終になるかと思いますが、勝ち上がった場合は、 

         その日まで特例措置が延長されていくということですか。 

         新人総合体育大会は、市内の問題ですけれども、秋の大会について 

         も、中丹大会まであるのか、ないのか、それは協会主催かもしれま 

         せんし、その辺はどうなっていくのかを教えていただきたい。 

 

 小田次長兼学校教育課長 

         勝ち上がっていく場合につきましても、練習時間の確保が必要です 

         ので、同じように考えております 

 

 倉橋委員    中体連である以上、同じ形ですので、勝ち上がっている場合は、そ 

         の部だけは、週２が週１になるということですね。 

 

 小田次長兼学校教育課長 

         そういった形でと考えております。 



 

 倉橋委員    秋の中丹の大会は、中体連ではないのでしょうか。 

 

 森山理事    各市ではやっているのですが、そこから上については、種目ごとに 

         設定が少しずれております。野球ですと府大会まで持ってあがって 

         いまし、ソフトボールですと中丹しかやっておりませんので、多少 

         ずれていますが、設定したところまでと考えております。 

 

 倉橋委員    野球なら野球で、上までつながっていたら、そのつながった場合は、 

         そこまで延長があるということですから、週２が週１になる場合も 

         あり得るということですね。 

 

 森山理事    大会前は、練習試合があるなど、普段の部活よりは、集中して練習 

         することが多くなりますので、そのあたりを配慮した形で考えてお 

         ります。 

 

 倉橋委員    一定、中学校の部活をしている人たちにとって、願いはあるかもし 

         れないと思います。ただ、その求められている疲労、健康、働き方 

         の問題について、十分配慮をしていかなければなりませんので、子 

         どもや保護者の理解を得て、きちんとしていただく必要があると思 

         います。 

 

 端野教育長   他に御質問はありますか。 

 

 塩見委員    方針策定にかかわりまして、国、府ときて、それを受けて市ですね。 

         これを受けて、先ほど御説明いただきましたとおり、各学校がその 

         方針を策定するということで、市の方針が、学校に直接かかわって 

         くるわけですけれども、運営体制の４番では、学校全体のマネジメ 

         ントがたくさん出ています。市の方針を策定していただいた段階で、 

         中学校の校長会の先生方の御意見を役員会等で問われたことはあり 

         ますか。 

 

 小田次長兼学校教育課長 

         校長会において、案をお示しさせていただきました。特に、修正の 

         御意見はいただいておりませんので、おおむね御理解いただいたと 

         思っております。 

 

 塩見委員    方針だけでは見えないところが、さまざま出てくると思いますので、 

         懸念をしました。 

 

 小田次長兼学校教育課長 

         学校で策定いただきます指針につきましては、府からのひな形があ 

         りますので、市の方針と合わせてお示しさせていただき、学校独自 

         のことも盛り込んでいただけるような形で、考えていきたいと思っ 

         ております。 

 

 塩見委員    運営体制に、策定した活動計画等を公表するとありますが、これま 

         でから方針や活動計画について、公表しておられたのですか。 



 

 森山理事    基本的には、部活ごとに保護者に活動計画を渡していますが、全体 

         としてホームページに掲載することはなかったと思います。今回は、 

         学校の方針と各部活動計画そのものをホームページ等で、オープン 

         にすることとなっておりますので、これまでしていないわけではな 

         いですが、全体を通して公表するというのは、初めてでございます。 

 

 端野教育長   他に御質問はありますか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   議第４号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

 全委員     異議なし。 

 

 端野教育長   それでは、異議がないので可決承認いたします。 

         次に、議第５号「福知山市社会教育委員の委嘱について」説明をお 

         願いします。 

 

 （３）議第５号 （福知山市社会教育委員の委嘱について） 

 崎山次長兼生涯学習課長    ～資料に基づき説明～ 

         「福知山市社会教育委員の委嘱について」御説明いたします。 

         資料につきましては、会議案１１ページから１３ページまでとなり 

         ます。 

         社会教育委員につきましては、任期を２年間としておりますが、平 

         成３０年３月３１日付けで、第１７期が任期終了となりましたので、 

         新たに第１８期の委員をお願いするものでございます。 

         １２ページを御覧ください。 

         社会教育委員は、条例で定数１０名以内と規定しており、４月の教 

         育委員会会議におきまして、第１８期社会教育委員の任命について、 

         継続いただく４名の方の承認をいただいたところですが、今回、新 

         たに、平成３０年６月１日から平成３２年３月３１日までの約２年 

         間を任期として、１２ページにあります４名の任命について、御審 

         議いただくものです。 

         御承認いただきましたら、第１８期の社会教育委員は８名となりま 

         すが、定数は１０名ですので、残りの２名につきましては、公募を 

         考えており、今から準備をいたしますので、７月の教育委員会会議 

         で御報告し、８月から活動いただく予定で進めていきたいと思って 

         おります。 

         よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

 端野教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

 塩見委員    ４名の方に異議はありません。 

         ８名の方の年齢構成はどのようになっていますか。 

         社会教育委員といいますと、年齢が高そうな雰囲気がしますが、家 

         庭教育関係者の区分がありますので、子育て真っただ中の方が入っ 

         ておられたらよいなと思いましたので、教えてください。 



 

 崎山次長兼生涯学習課長 

         年齢を正確にお答えできませんが、４０代から７０代の方になりま 

         すので、子育て真っただ中の方はおられませんが、子育てのサポー 

         トということでお世話になっている方もおられます。子育て真った 

         だ中の方には、お願いしにくいところがありますが、できるだけそ 

         ういう方にお願いできるような配慮をして、公募をしていきたいと 

         思います。 

 

 端野教育長   他に御質問はありますか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   議第５号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

 全委員     異議なし。 

 

 端野教育長   それでは、異議がないので可決承認いたします。 

         次に、議第６号「福知山市立図書館協議会委員の委嘱及び任命につ 

         いて」説明をお願いします。 

 

 （４）議第６号 （福知山市立図書館協議会委員の委嘱及び任命について） 

 浅田図書館長    ～資料に基づき説明～ 

         「福知山市立図書館協議会委員の委嘱及び任命について」御説明い 

         たします。 

         資料につきましては、会議案１４ページから１７ページまでとなり 

         ます。 

         １６ページを御覧ください。 

         図書館条例第７条に図書館協議会について規定しております。 

         第１項に法１６条の規定に基づきとありますが、図書館法に図書館 

         協議会が、図書館の運営に関して意見を述べる機関であることなど 

         の規定があり、その１６条に図書館協議会の設置その他必要な事項 

         は、条例で定めなければならないとなっており、これを受けて規定 

         しております。 

         第７条第１項で、図書館に図書館協議会を置き、その委員は１２人 

         以内とすること、第２項で学校教育及び社会教育の関係者、家庭教 

         育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から委 

         嘱し、又は任命すること、第３項で委員の任期が２年であることな 

         どを定めております。 

         １５ページを御覧ください。 

         今回、委嘱及び任命する１１人の委員名簿の一覧でございます。 

         委員の構成としましては、学校教育関係が１名、社会教育関係が２ 

         名、学識経験者が５名、市民公募委員が３名となります。 

         市民公募委員につきましては、これまでの方には、２期４年お世話 

         になりましたので、今回新たに募集を行いました。 

         公募につきましては、１月１６日から２月１５日まで行い、５名の 

         方から応募がありました。応募申込書、８００字以内の作文の内容 

         を読ませていただき、その後、協議会委員３名と館長で応募者５名 



         について３月に面接を行い選定しました。２名は、読み聞かせボラ 

         ンティア活動等で御活躍いただいている方、また、１名は、図書館 

         利用者として応募いただいた方になります。３名とも、多くの人に 

         たくさんの本と出会ってほしい、より良い図書館にしていきたいと 

         いう思い、そして、委員になることで、より良い図書館づくりに関 

         わることができるといった、共通した思いを持っていただいており 

         ます。 

         以上、図書館協議会委員の委嘱、任命について、御審議のほど、よ 

         ろしくお願いいたします。 

 

 端野教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   議第６号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

 全委員     異議なし。 

 

 端野教育長   それでは、異議がないので可決承認いたします。 

         次に報告・説明事項の教育長後援承認事項について説明をお願いし 

         ます。 

 

５ 教育委員会 報告事項 

 （１）教育長後援承認事項について 

 由里教育総務課長補佐兼企画管理係長  ～資料に基づき報告～ 

 №９ 2018年 YMCA水上安全キャンペーン 

 №10 みわのわ 福島県双葉郡のこどもサマーキャンプ 

 №11 第４０回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会京都府予選北部ブロック予選会 

 №12 福知山かるた Friends 

 

 端野教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   承認いただいているということで、事後承認とさせていただきます。 

 

 （２）福知山市立小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に関する規程の 

    一部を改正する訓令について（教育長訓令甲） 

 小田次長兼学校教育課長   ～資料に基づき説明～ 

         資料につきましては、会議案３２ページから４１ページまでとなり 

         ます。 

         ４１ページを御覧ください。 

         今回の改正は、京都府立学校職員服務規程の一部改正が平成３０年 

         ４月１日に適用されることに伴い、福知山市立小学校及び中学校に 

         勤務する府費負担教職員の服務規程を一部改正するものです。 

         改正の内容は、教職員の服務に関わりまして、特別休暇の取得につ 

         いて取扱いの変更があったことによるもので、変更点は大きく２点 

         ございます。 



         １点目は「特別休暇の取扱い」別表第１６号の範囲の欄ですが、ア 

         「当該子の看護」、イ「当該子が受ける予防接種又は健康診断への付 

         添い」、ウ「当該子が在籍し、又は在籍することになる学校等が実施 

         する行事への出席」の３点が記載されています。 

         この当該子という範囲が、上段に規定されていますが、下線部の「満 

         １８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある障害のあ 

         る子」が該当する子として、今回追加されたものです。 

         この場合の特別休暇の取得日数については「承認を与える期間等」 

         として規定されており、１年について７日となっていますが、下線 

         部の「当該子のうちに３歳に満たない子がいる職員にあっては、こ 

         れらの日数に１を加えた日数」の部分を今回追加としております。 

         特別休暇の対象となる子どもの範囲と、３歳未満の子どもがいる方 

         の取得日数の変更があったということでございます。 

         ２点目は、別表第１８号の職員の親族が死亡した場合の特別休暇の 

         取扱いについて「承認を与える期間等」の変更がございました。こ 

         の日数については「社会通念上妥当であると認められる範囲内の期 

         間」となっておりますが、具体的な日数については、配偶者が亡く 

         なった場合の特別休暇の取得日数が、従前の１０日から７日に変更 

         となったものでございます。 

         社会通念上妥当である範囲が変更になったということでございます。 

         服務規程の改正についての説明は以上でございます。 

 

 端野教育長   このことについて御質問はありませんか。 

 

 全委員     特になし。 

 

６ 閉会 

 端野教育長が閉会を宣言。 


